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全
国
食
品
残
さ
飼
料
化
行
動
会
議
の
行
動

計
画
の
一
環
と
し
て
、
ま
た
平
成
十
九
年

十
二
月
の
改
正
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
法
施
行
を

受
け
、
平
成
十
九
年
十
一
月
二
十
九
・
三
十

日
、
つ
く
ば
国
際
会
議
場
に
お
い
て
畜
産
草

地
研
究
所
、(

社)

中
央
畜
産
会
、(

社)

配

合
飼
料
供
給
安
定
機
構
、
家
畜
栄
養
生
理
研

究
会
の
主
催
に
よ
り
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
全
国
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
四
三
〇
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

第
一
日
目
は
、
基
調
講
演
と
し
て
「
エ
コ

フ
ィ
ー
ド
推
進
対
策
」
（
農
林
水
産
省
畜
産

振
興
課
釘
田
博
文
氏
）
及
び
「
食
品
リ
サ
イ

ク
ル
法
の
見
直
し
」
（
農
林
水
産
省
食
品
産

業
対
策
室
島
津
久
樹
氏
）
、
ま
た
一
般
講
演

と
し
て
「
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
の
安
全
性
及
び
品

質
」
（
農
林
水
産
省
山
谷
昭
一
氏
）
、
「
Ｅ
Ｕ

に
お
け
る
食
品
残
さ
飼
料
利
用
の
現
状
」（
名

古
屋
大
学
淡
路
和
則
氏
）
、
「
食
品
メ
ー
カ
ー

と
畜
産
農
家
の
連
携
」（(

社)

食
品
需
給
研

究
セ
ン
タ
ー
藤
科
智
海
氏
）
の
報
告
が
あ
り
、

引
き
続
い
て
畜
産
・
飼
料
調
査
所
阿
部
亮
氏

の
司
会
に
よ
り
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
経
済
活
動
と
し
て
の
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
」
（
パ

ネ
ラ
ー
と
し
て
、(

有)

関
紀
産
業
川
上
幸

男
氏
、(

有)

え
こ
ふ
ぁ
ー
む
中
村
え
い
子
氏
、

小
田
急
フ
ー
ド
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
高
橋

巧
一
氏
、
宮
崎
大
学
入
江
正
和
氏
、
農
林
水

産
省
松
尾
佳
典
氏
ら
が
出
席
）
を
行
い
、
エ

コ
フ
ィ
ー
ド
を
活
用
し
た
畜
産
経
営
の
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

で
は
、
特
徴
あ
る
畜
産
物
の
生
産
と
そ
の
販

売
方
法
の
重
要
性
の
ほ
か
、
生
産
さ
れ
る
畜

産
物
に
飼
料
が
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
の
研

究
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
、
豚
肉
に
つ
い
て
規
格
に
則
っ
た
枝
肉
生

産
の
た
め
の
格
付
け
も
重
要
で
あ
る
が
、
嗜

好
品
と
し
て
特
性
を
加
味
し
て
価
格
設
定
で

き
る
評
価
法
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
エ

コ
フ
ィ
ー
ド
に
関
す
る
事
業
推
進
に
は
環
境

行
政
と
農
政
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と
が

必
須
で
あ
る
等
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

第
二
日
目
は
学
術
講
演
と
し
て
「
発
酵
Ｔ

Ｍ
Ｒ
の
飼
料
特
性
と
利
用
の
展
望
」
（
畜
産

草
地
研
究
所
塩
谷
繁
氏
）
、
「
肉
用
牛
に
対
す

る
尿
素
処
理
デ
ン
プ
ン
粕
サ
イ
レ
ー
ジ
の
利

用
」（
北
海
道
立
畜
産
試
験
場
杉
本
昌
仁
氏
）
、

「
副
産
物
飼
料
の
機
能
性
と
そ
の
活
用
」
（
日

本
大
学
佐
伯
真
魚
氏
）
、
「
食
品
循
環
資
源
の

飼
料
給
与
と
肉
質
制
御
」
（
大
阪
府
環
境
農

林
水
産
総
合
研
究
所
西
岡
輝
美
氏
）
、
「
納
豆

を
飼
料
に
し
た
高
品
質
な
鶏
肉
・
鶏
卵
の
生

産
」
（
茨
城
大
学
宮
口
右
二
氏
）
、
「
Ｄ
Ｄ
Ｇ

Ｓ
の
飼
料
原
料
と
し
て
の
特
性
と
栄
養
価
」

（
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
木
村
信
熙
氏
）

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
議
で
は
民
間
企
業
か
ら
の
参
加
者
が

一
八
〇
名
を
超
え
、
会
議
全
体
を
通
じ
て
本

課
題
に
対
す
る
関
心
は
高
く
、
行
政
及
び
技

術
開
発
部
門
の
サ
ポ
ー
ト
が
引
き
続
き
重
要

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

Topics

エ
コ
フ
ィ
ー
ド
全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

エ
コ
フ
ィ
ー
ド
全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
て
の
戦
略
─

─
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
て
の
戦
略
─

（
機
能
性
飼
料
研
究
チ
ー
ム
長

川
島
知
之
）
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に
、
食
料
と
飼
料
の
穀
物
争
奪
問
題
の
有
益

な
解
決
、
三
ヵ
国
の
畜
産
業
に
と
っ
て
意
義

の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
報
じ
て
い
ま
す
。

今
後
、
日
中
韓
の
研
究
者
間
の
情
報
交
換
に

よ
り
、
わ
が
国
で
も
飼
料
イ
ネ
の
研
究
開
発

の
一
層
の
進
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

世
界
的
な
気
候
変
動
に
起
因
す
る
干
ば
つ

や
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
の
た
め
、
輸
入

穀
物
や
乾
草
価
が
急
騰
し
て
い
ま
す
。
こ
の

問
題
は
日
本
、
韓
国
の
み
な
ら
ず
畜
産
大
国

で
あ
る
中
国
に
お
い
て
も
共
通
の
緊
急
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
畜
産
草
地
研
究
所
で
も

飼
料
資
源
の
価
格
高
騰
へ
の
対
応
に
関
す
る

研
究
の
な
か
で
、
飼
料
イ
ネ
の
調
製
・
利
用

研
究
を
展
開
中
で
す
。
そ
こ
で
、
東
ア
ジ
ア

温
帯
モ
ン
ス
ー
ン
地
域
で
の
自
給
飼
料
生
産

に
係
わ
る
諸
問
題
の
克
服
に
向
け
た
技
術
開

発
を
精
力
的
に
取
り
組
む
日
本
、
中
国
、
韓

国
の
共
同
で
「
飼
料
イ
ネ
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
十
月
九
〜
十
二
日
、
中
国
農
業
科
学

院
作
物
科
学
研
究
所
（
中
国
・
北
京
市
）
で

開
催
し
ま
し
た
。
三
ヵ
国
の
大
学
、
研
究
機

関
、
国
際
畜
産
研
究
所
等
か
ら
約
一
二
〇
名

の
参
加
が
あ
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
後
、
国
立

飼
料
技
術
セ
ン
タ
ー
、
飼
料
製
造
工
場
等
の

視
察
も
行
い
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
主
催
者
の
中
国
農
業
科
学
院

副
院
長
章
力
建
氏
、
同
飼
料
研
究
所
長
蔡

輝
益
氏
、
韓
国
農
村
振
興
庁
畜
産
研
究
院

林
英
哲
氏
、
日
本
か
ら
当
研
究
所
加
茂
草
地

研
究
監
が
挨
拶
さ
れ
、
中
央
農
業
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
、
作
物
研
究
所
の
代
表
者
が
登
壇

し
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
三
ヵ
国
と

も
に
米
消
費
量
が
急
減
す
る
一
方
、
畜
産
物

消
費
量
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
産

飼
料
の
確
保
と
イ
ネ
の
飼
料
化
な
ど
新
資
源

の
開
発
研
究
が
急
務
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
、
最
新
の
研
究
成
果
が
講
演
と
ポ
ス
タ
ー

で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
基
調
講
演
を
行
っ
た

中
国
農
業
科
学
院
飼
料
研
究
所
の
斉
副
所
長

は
「
中
国
は
飼
料
資
源
の
不
足
国
で
あ
る
一

方
、
世
界
的
な
畜
産
物
生
産
大
国
の
一
つ
、

飼
料
問
題
が
畜
産
業
は
も
と
よ
り
世
界
の
穀

物
市
場
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
承
知
し
て

お
り
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
て
情
報
交

換
を
図
り
た
い
」
と
結
ん
で
い
ま
す
。
日
中

韓
で
飼
料
イ
ネ
研
究
を
主
題
と
し
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
開
催
は
初
の
試
み
で
あ
り
、
有
益
な

研
究
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

開
催
後
の
中
国
農
業
科
学
院
Ｈ
Ｐ
で
は

「
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
は
、
日
中
韓
の

新
飼
料
資
源
開
発
研
究
の
相
互
発
展
と
と
も

日
中
韓
飼
料
イ
ネ
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

日
中
韓
飼
料
イ
ネ
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

Topics

シンポジウム参加者の記念撮影

（
飼
料
調
製
給
与
研
究
チ
ー
ム

上
席
研
究
員

吉
田
宣
夫
）
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家
畜
ふ
ん
堆
肥
に
つ
い
て
は
今
ま
で
の
研

究
蓄
積
に
加
え
、
伝
統
的
に
藁
堆
肥
や
厩
肥

の
調
製
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
日
本

に
は
世
界
的
に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
技
術
と
実

績
が
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
四
年
に
完
全
実
施
さ

れ
た
「
家
畜
排
せ
つ
物
法
」
が
後
押
し
に
な
っ

て
、
堆
肥
化
処
理
施
設
が
広
く
普
及
し
て
い

ま
す
。

堆
肥
化
工
程
で
は
、
腐
熟
が
促
進
さ
れ
る

ほ
ど
多
く
の
ア
ン
モ
ニ
ア
ガ
ス
が
発
生
し
ま

す
が
、
そ
の
ま
ま
周
囲
に
放
出
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
ア
ン
モ
ニ
ア
ガ

ス
は
悪
臭
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
雨
な
ど

に
解
け
て
土
壌
に
沈
着
す
る
と
、
硝
酸
化
成

を
経
て
土
壌
の
酸
性
化
を
も
た
ら
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
強
力
な
温
室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
亜

酸
化
窒
素
の
間
接
的
な
発
生
源
に
な
っ
て
い

る
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
従
来
の
堆
肥
化
工
程
で
は
、

堆
肥
の
底
か
ら
空
気
を
吹
き
込
ん
で
腐
熟
を

促
し
て
お
り
、
堆
肥
舎
の
上
部
空
間
に
拡
散

し
た
ア
ン
モ
ニ
ア
ガ
ス
を
回
収
す
る
の
は
困

難
で
し
た
。
そ
こ
で
当
研
究
チ
ー
ム
で
は
、

堆
肥
の
底
か
ら
発
酵
ガ
ス
を
直
接
吸
引
し

て
ア
ン
モ
ニ
ア
ガ
ス
を
効
率
的
に
回
収
す

る
「
吸
引
通
気
方
式
」
の
堆
肥
化
シ
ス
テ

ム
を
確
立
し
ま
し
た
（
図
１
）
。
目
詰
ま
り

し
な
い
よ
う
改
良
さ
れ
た
吸
引
口
か
ら
発
酵

ガ
ス
を
直
接
吸
引
し
、
新
た
に
開
発
し
た
簡

易
ス
ク
ラ
バ
で
ア
ン
モ
ニ
ア
ガ
ス
を
液
体
肥

料
に
変
換
・
回
収
し
て
い
ま
す
。
本
シ
ス
テ

ム
で
は
、
ア
ン
モ
ニ
ア
だ
け
で
な
く
発
酵
熱

や
炭
酸
ガ
ス
も
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
温

室
で
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

堆
肥
化
過
程
で
発
生
す
る
ア
ン
モ
ニ
ア
ガ
ス
を

堆
肥
化
過
程
で
発
生
す
る
ア
ン
モ
ニ
ア
ガ
ス
を

吸
引
通
気
方
式
で
資
源
回
収

吸
引
通
気
方
式
で
資
源
回
収

図１．吸引通気方式の概略

図２．目詰まりを防止する通気口と吸引配管

吸引通気式堆肥発酵槽 簡易スクラバ 廃熱利用温室

発行促進、「目詰まり」と
「れき汁侵入」の防止

【技術開発のポイント】

耐蝕性の高いブロアと
高効率で簡易なスクラバ

排気の利用技術

液肥の利用技術

発酵ガス吸引口

堆肥原料

外気導入
吸引用
ブロア

薬液
循環ポンプ 薬液槽

廃熱と炭酸ガス

高窒素濃度液肥
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近
年
、
中
山
間
地
で
の
耕
作
放
棄
地
の
増

加
に
と
も
な
い
、
耕
作
放
棄
地
に
肉
用
繁
殖

牛
を
放
牧
す
る
取
り
組
み
が
全
国
的
に
広

が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
野
草
の
ま

ま
利
用
す
る
と
、
牧
養
力
（
草
地
の
家
畜
飼

養
能
力
）
は
次
第
に
低
下
し
て
い
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
牧
養
力
向
上
の
た
め
耕
作
放
棄
地

に
蹄
耕
法
に
よ
り
寒
地
型
牧
草
を
導
入
し
よ

う
と
し
た
際
の
、
多
年
生
の
ヨ
シ
が
優
占
し

た
草
地
と
一
年
生
の
オ
オ
ブ
タ
ク
サ
が
優
占

し
た
草
地
の
違
い
を
検
討
し
ま
し
た
。

牧
草
を
導
入
す
る
前
の
放
牧
開
始
一
、
二

年
目
は
、
オ
オ
ブ
タ
ク
サ
優
占
草
地
に
比
べ

ヨ
シ
優
占
草
地
の
牧
養
力
が
大
き
く
な
り
ま

し
た
が
、
二
年
目
の
秋
に
牧
草
を
播
種
し
た

効
果
が
三
年
目
に
現
れ
、
特
に
オ
オ
ブ
タ
ク

サ
優
占
草
地
の
牧
養
力
が
二
年
目
に
比
較
し

て
大
き
く
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
三
年
目

の
放
牧
開
始
時
の
播
種
牧
草
の
乾
物
重
構
成

割
合
は
、
ヨ
シ
優
占
草
地
は
約
一
〇
％
で

し
た
が
、
オ
オ
ブ
タ
ク
サ
優
占
草
地
で
は

八
〇
％
以
上
も
あ
り
ま
し
た
（
図
１
）
。

こ
の
結
果
は
、
オ
オ
ブ
タ
ク
サ
優
占
草
地

で
は
、
播
種
し
た
牧
草
が
一
年
生
の
オ
オ
ブ

タ
ク
サ
よ
り
先
に
生
長
す
る
こ
と
に
よ
り
、

オ
オ
ブ
タ
ク
サ
は
大
き
く
減
少
し
た
た
め
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
一
方
の
ヨ
シ
優
占
草
地
で

は
、
多
年
生
の
ヨ
シ
が
地
下
部
に
栄
養
分
を

貯
め
て
い
る
の
で
、
牧
草
よ
り
も
早
く
生
長

し
、
牧
草
は
繁
茂
し
に
く
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
一
年
生
の
野
草
地
は
、
牧
養
力
が

小
さ
い
も
の
の
草
地
化
し
や
す
く
、
は
じ
め

の
牧
養
力
が
比
較
的
大
き
い
多
年
草
の
野
草

地
は
、
草
地
化
が
難
し
い
と
い
う
結
果
で
し

た
。
多
年
生
野
草
地
に
蹄
耕
法
で
牧
草
を
早

期
に
導
入
す
る
方
法
の
検
討
が
今
後
の
課
題

で
す
。

耕
作
放
棄
地
放
牧
の
牧
養
力
の
推
移
と
牧
草
導
入
に
つ
い
て

耕
作
放
棄
地
放
牧
の
牧
養
力
の
推
移
と
牧
草
導
入
に
つ
い
て

──  

ヨ
シ
優
占
草
地
と
オ
オ
ブ
タ
ク
サ
優
占
草
地
の
比
較

ヨ
シ
優
占
草
地
と
オ
オ
ブ
タ
ク
サ
優
占
草
地
の
比
較  

──

オオブタクサ（左目盛）

播種牧草（左目盛）

牧養力（右目盛）

ヨシ（左目盛）

播種牧草（左目盛）

牧養力（右目盛）

図１． 供試草地の牧養力（頭･日 /ha）とヨシまたはオオブタク
サと、播種牧草の乾物重構成割合（％）

図２. ヨシ優占草地の放牧風景

ヨシ優占草地 オオブタクサ優占草地

図３. オオブタクサ優占草地の放牧風景
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畜
産
草
地
研
究
所
は
、
中

華
人
民
共
和
国
の
浙
江
大

学
動
物
科
学
学
院
と
の
研

究
交
流
を
促
進
す
る
覚
書

(

Ｍ
Ｏ
Ｕ)

を
平
成
十
九
年

八
月
二
十
四
日
に
締
結
し

ま
し
た
。
こ
の
覚
書
に
よ

り
、
両
機
関
の
間
で
研
究

者
の
交
流
や
共
通
の
課
題

に
関
す
る
共
同
研
究
が
活

発
に
な
り
、
草
地
・
飼
料
、

畜
産
、
環
境
保
全
に
関
す
る

基
盤
的
な
分
野
を
中
心
に
、

両
国
の
研
究
開
発
が
よ
り

進
展
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
調
印
式
は
、
浙
江
大
学
で
行
わ

れ
、
王
玉
芝
副
学
長
の
臨
席
の
も
と
畜
草
研
柴
田
正
貴
所
長
、
浙
江

大
学
動
物
科
学
学
院
劉
建
新
院
長
が
覚
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

同
大
学
で
開
か
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
柴
田
所
長
が
畜
産
草
地
研

究
所
の
研
究
紹
介
を
行
い
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
ケ
ニ
ア
共
和
国
元

環
境
副
大
臣
の
ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ
さ
ん
が
来
日
時
に
感
銘
を

受
け
、
世
界
に
広
め
る
こ
と
を

提
唱
し
た
日
本
の
言
葉
「
も
っ

た
い
な
い
」
を
引
用
し
な
が
ら
、

共
通
す
る
飼
料
資
源
の
開
発
、

環
境
保
全
に
関
す
る
分
野
な
ど

で
共
同
研
究
へ
の
期
待
を
述
べ

ま
し
た
。
浙
江
大
学
は
北
京
、

清
華
に
次
ぐ
重
点
総
合
大
学
で
、

移
転
途
中
の
新
キ
ャ
ン
パ
ス
等

を
視
察
し
ま
し
た
。

（
飼
料
調
製
給
与
研
究
チ
ー
ム

上
席
研
究
員

吉
田
宣
夫
）

畜産草地研究所と浙江大学動物科学学院のＭＯＵ締結畜産草地研究所と浙江大学動物科学学院のＭＯＵ締結

調印式を前にＭＯＵの意義、両組織の概要について懇談
（左 柴田所長、右 王副学長）

ＭＯＵ調印の模様（左 柴田所長、右 劉学院長）

本
共
進
会
は
全
国
か
ら
優

秀
な
和
牛
（
黒
毛
和
種
）
が

一
堂
に
会
し
て
そ
の
優
劣
を

競
う
全
国
大
会
で
す
。
五
年

に
一
回
開
催
さ
れ
、
今
回
は

平
成
十
九
年
十
月
十
一
日
～

十
四
日
に
鳥
取
県
米
子
市
・

境
港
市
・
大
山
町
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
「
和
牛
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
」
と
も
称
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
審
査
結
果
は
各

県
の
和
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

も
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
か

ら
、
和
牛
生
産
に
携
わ
る
関
係
者
に
と
っ
て
威
信
を
か
け
た
重
要

な
大
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
大
会
で
は
全
国
か
ら
約
五
百

頭
の
和
牛
が
参
加
し
、
来
場
者
数
は
四
日
間
で
延
べ
二
十
七
万
人

に
及
び
、
盛
況
の
う
ち
に
審
査
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
畜
産
草
地

研
究
所
も
今
回
初
め
て
本
大
会
に
参
加
し
、
農
研
機
構
産
学
官
連

携
セ
ン
タ
ー
及
び
近
畿
中
国
四
国
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
等
の
協
力

を
得
て
、
メ
イ
ン
会
場
内
の
「
畜
産
農
業
未
来
展
」
展
示
ブ
ー
ス

に
お
い
て
農
研
機
構
傘
下
の
全
国
の
研
究
所
で
実
施
し
て
い
る
畜

産
分
野
の
研
究
や
成
果
を
紹
介

し
ま
し
た
。
研
究
成
果
を
一
般

向
け
に
解
説
し
た
パ
ネ
ル
を
展

示
し
、
パ
ン
フ
・
要
覧
や
研
究

資
料
集
を
配
布
し
た
ほ
か
、
研

究
成
果
や
サ
ン
プ
ル
の
実
物
展

示
、
畜
産
草
地
研
究
所
で
作
製

し
た
チ
ー
ズ
や
ホ
エ
ー
ド
リ
ン

ク
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
試
食
・
試
飲

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

（
企
画
管
理
部 

業
務
推
進
室
長

御
子
柴
義
郎
）

第 9回全国和牛能力共進会第 9回全国和牛能力共進会

審査会の様子

農研機構の展示ブース
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中
山
間
地
の
今
後
の
土
地
利
用
を

考
え
て
い
く
上
で
、
畜
産
以
外
の
分

野
の
研
究
者
や
実
務
者
と
の
連
携
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

平
成
十
九
年
十
一
月
二
十
七
、二
十
八

日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
長
野
県

佐
久
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
家
畜
を
利
用
し
た
耕
作
放
棄
地

の
土
地
利
用
方
策
を
考
え
る
「
中
山

間
地
有
畜
農
業
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

２
０
０
７

家
畜
と
あ
ゆ
む
里
と
山
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
は
、
行
政
担
当
者
、
民
間
企
業
、

関
連
団
体
、
研
究
機
関
な
ど
か
ら
、

の
べ
二
二
〇
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
第
一
日
目
は
、
農
業
環
境
、
獣

中山間地有畜農業ワークショップ 2007「家畜とあゆむ里と山」中山間地有畜農業ワークショップ 2007「家畜とあゆむ里と山」

第１日目「基調講演」の様子

平
成
十
九
年
十
一
月
六
日
～
七
日

畜
産
草
地
研
究
所
那
須
研
究
拠
点

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
需
要
増
に
伴
う
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等
の

飼
料
穀
物
価
格
の
高
騰
は
、
畜
産
経
営
に
大
き
な
打
撃
を
与

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
年
度
は
「
穀
物
価
格
高
騰
に

対
応
す
る
自
給
飼
料
活
用
型
畜
産
技
術
の
展
開
」
を
テ
ー
マ

に
一
四
三
名
が
参
加
し
、
基
調
講
演
「
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
と

国
際
穀
物
需
要
」
（
日
本
大
学
大
賀
圭
治
教
授
）
で
示
さ
れ

た
「
穀
物
価
格
は
石
油
価
格
と
連
動
し
て
今
後
も
高
止
ま
り

で
推
移
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
の
指
摘
を
前
提
に
、
自
給
飼
料

活
用
型
畜
産
の
展
開
に
向
け
て
情
報
交
換
及
び
討
議
を
行
い

ま
し
た
。

（
研
究
管
理
監

高
橋
繁
男
）

第２日目「特別講演」の様子

平
成
十
九
年
度

自
給
飼
料
利
用
研
究
会

平
成
十
九
年
十
一
月
十
四
日
～
十
五
日

畜
産
草
地
研
究
所
（
つ
く
ば
）

家
畜
排
せ
つ
物
法
の
完
全
施
行
か
ら
約
三
年
が
経
過
し
、

平
成
二
十
七
年
度
を
目
標
年
度
と
す
る
新
た
な
基
本
方
針
が

公
表
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
汚
水
処
理
と
悪
臭
低
減
の
技
術
開

発
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
「
畜
産
環

境
の
現
状
と
汚
水
の
高
度
処
理
技
術
」
及
び
「
悪
臭
防
止
技

術
」
を
テ
ー
マ
に
本
分
野
の
最
新
の
研
究
の
紹
介
及
び
情
報

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
全
国
各
地
か
ら
一
六
四
名
の
参
加
が

あ
り
、
研
究
開
発
と
実
用
化
の
現
状
及
び
展
望
に
つ
い
て
活

発
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
研
究
管
理
監

羽
賀
清
典
）

平
成
十
九
年
度

家
畜
ふ
ん
尿
処
理
利
用
研
究
会

害
対
策
、
放
牧
、
農
業
土
木
と
い
っ

た
異
分
野
の
四
人
の
講
師
に
よ
る
基

調
講
演
を
行
い
、
第
二
日
目
に
は
、「
畜

産
（
放
牧
お
よ
び
飼
料
イ
ネ
）」、「
獣

害
対
策
」、「
農
地
保
全
」
の
三
分
野

に
分
か
れ
て
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
発
表

に
並
行
し
て
、
獣
害
対
策
と
し
て
捕

獲
さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
の
食
肉
利
用
や

小
規
模
放
牧
導
入
の
経
営
的
評
価
に

つ
い
て
の
特
別
講
演
も
行
わ
れ
、
有

益
な
情
報
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

（
山
地
畜
産
研
究
チ
ー
ム
長

池
田
哲
也
）
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編
集
発
行

十
月
二
十
日
（
土
）
、
穏

や
か
な
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
一
四
六
九
名
が

来
訪
さ
れ
ま
し
た
。
研
究
成

果
展
示
な
ど
の
研
究
紹
介
、

藤
荷
田
山
試
験
地
ツ
ア
ー
、

牛
肉
試
食
・
牛
乳
試
飲
、
バ

タ
ー
作
り
や
Ｄ
Ｎ
Ａ
抽
出
体

験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
電
子

紙
芝
居
は
、「
牛
乳
の
こ
と
」
、

「
牛
肉
の
こ
と
」
、「
草
地
に

生
き
る
昆
虫
」
を
話
題
と
し

て
、
子
供
に
も
よ
く
分
か
る

よ
う
な
、
パ
ー
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
に
よ
る
紙
芝
居
風
講
座
で

し
た
。
子
供
か
ら
大
人
ま
で

多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
頂

き
、
ま
た
研
究
活
動
に
つ
い

て
も
ご
理
解
頂
け
た
と
思
い

ま
す
。

那須研究拠点 那須研究拠点 
  「よく分かる、牛乳のこと、牛肉のこと」「よく分かる、牛乳のこと、牛肉のこと」

一
年
お
き
の
御
代
田
研
究
拠
点

の
一
般
公
開
が
、
八
月
二
十
五
日

（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
天
候
も
よ
く
、
十
時
の
開
始

時
間
前
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
に
来

て
い
た
だ
き
（
来
所
者
数
七
六
二

名
）
、
皆
様
に
は
研
究
概
要
紹

介
、
放
牧
地
・
採
草
地
な
ど
拠
点

内
一
周
案
内
、
ト
ラ
ク
タ
で
の
作

業
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

で
御
代
田
で
の
仕
事
の
一
端
を
紹

介
し
ま
し
た
。
所
内
産
の
牛
を
放

牧
で
育
て
、
そ
の
後
肥
育
し
た
牛

肉
の
試
食
は
特
に
好
評
で
し
た
。

ま
た
、
協
賛
団
体
か
ら
の
お
米
に

関
す
る
出
展
な
ど
も
た
い
へ
ん
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。
今
回
新
企
画
の

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
や
所
内
で
写
真
を

撮
っ
て
つ
く
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ

ン
ダ
ー
も
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。

御代田研究拠点御代田研究拠点

本
フ
ェ
ア
は
食
と
農
林
水
産

分
野
に
お
け
る
新
技
術
や
研
究

成
果
の
実
用
化
・
産
業
化
の
促

進
を
目
的
に
農
林
水
産
省
が
開

催
す
る
技
術
交
流
展
示
会
で
、

今
年
度
は
一
月
二
十
七
日
～

二
十
八
日
、
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
有
楽
町
）
に
て
開
催
さ
れ
、

二
日
間
で
約
九
千
四
百
人
が
来

場
し
ま
し
た
。
畜
産
草
地
研
究

所
で
は
、
チ
ー
ズ
製
造
時
の
副

産
物
で
あ
る
ホ
エ
ー
を
利
用
し

た
ヨ
ー
グ
ル
ト
飲
料
に
つ
い
て

講
演
に
よ
る
紹
介
を
行
っ
た
ほ

か
、
放
牧
用
及
び
緑
地
利
用
を

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
フ
ェ
ア
へ
出
展

つ
く
ば
科
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
７
へ
の
参
加

目
的
に
開
発
し
た
シ
バ
品
種
、

堆
肥
化
過
程
で
発
生
す
る
悪
臭

（
ア
ン
モ
ニ
ア
）
を
肥
料
と
し

て
回
収
で
き
る
吸
引
通
気
式
堆

肥
化
シ
ス
テ
ム
等
、
普
及
可
能

な
新
技
術
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
及

び
実
物
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

十
一
月
十
七
日
・
十
八
日
の

両
日
、
つ
く
ば
カ
ピ
オ
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
児
童
向
け
科
学

イ
ベ
ン
ト
「
つ
く
ば
科
学
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
７
」
に
、

畜
産
草
地
研
究
所
は
「
発
酵

（
は
っ
こ
う
）
バ
タ
ー
を
つ

く
っ
て
み
よ
う
」
の
タ

イ
ト
ル
で
ク
イ
ズ
、
実

験
、
バ
タ
ー
作
り
体
験

等
を
行
う
ブ
ー
ス
を
出

展
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
た
く
さ
ん

の
子
ど
も
た
ち
は
自
分

で
作
っ
た
発
酵
バ
タ
ー
の
お
い

し
さ
に
歓
声
を
あ
げ
、
同
伴
の

保
護
者
の
皆
さ
ん
も
畜
産
研
究

へ
の
理
解
を
深
め
ら
れ
た
よ
う

で
し
た
。

（
研
究
管
理
監

高
橋
繁
男
）

（
業
務
第
四
科
長

齋
藤
吉
満
）

（
企
画
管
理
部 

業
務
推
進
室
長

御
子
柴
義
郎
）

（
企
画
管
理
部 

情
報
広
報
課

小
野
寺
達
也
）
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